
明
治
期
に
入
り
検
尿
法
に
関
す
る
出
版
は
、
「
検
尿
要
訣
」
（
大
学

東
校
）
、
『
文
園
雑
誌
」
の
「
検
尿
法
」
（
明
治
六
年
）
、
『
検
尿
必
携
」

（
石
塚
左
玄
著
明
治
九
年
）
、
『
病
躰
明
鑑
」
（
広
瀬
元
周
訳
明
治
八
年
）

と
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
内
容
は
前
近
代
的
尿
検

査
で
あ
り
、
且
つ
原
著
は
不
明
で
あ
る
。

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
下
山
順
一
郎
蟇
訳
（
以
下
「
訳
者
」
）

柴
田
承
桂
校
補
の
「
検
尿
法
」
（
以
下
「
本
書
」
）
は
本
邦
最
初
の
近

代
科
学
特
に
化
学
技
術
に
よ
る
系
統
的
検
尿
法
の
紹
介
で
あ
り
、

し
か
も
原
著
の
明
ら
か
な
出
版
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
本
書
が
明
治
初
期
に
大
学
南
校
及
び
東
校
に
学
ん
だ
二
人

の
薬
学
者
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
事
も
本
書
の
特
徴
で
あ
り
、

内
容
に
は
化
学
分
析
に
よ
る
記
載
が
多
く
み
ら
れ
る
。
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下
山
順
一
郎
訳
柴
田
承
桂
校
補
「
検
尿
法
」

萌
治
十
四
年
）
及
び
原
著
に
つ
い
て

今
エ

田

恵

原
著
は
「
シ
己
国
冒
眉
国
員
Ｃ
匡
巴
茸
四
国
ぐ
①
ロ
巨
且

Ｃ
屋
四
口
言
冨
弄
弓
①
ロ
シ
ロ
巴
湧
の
Ｑ
隅
題
画
吋
口
巴
ｅ
計
．
。
ｚ
①
巨
富
匡
国
昌
己

口
乙
・
ぐ
。
帰
一
）
乏
扇
吾
且
ｇ
で
あ
り
、
初
版
は
一
八
五
四
年
（
安
政

元
年
）
で
、
当
初
は
医
学
研
究
者
の
た
め
に
書
か
れ
た
。
そ
の
後
、

医
師
、
薬
剤
師
、
化
学
者
の
尿
検
査
の
実
際
的
な
手
引
き
に
改
め

ら
れ
て
、
八
版
も
重
ね
て
お
り
、
四
版
の
英
訳
本
が
出
て
い
る
の

で
、
ド
イ
ツ
以
外
に
も
紹
介
さ
れ
、
か
な
り
普
及
し
版
を
重
ね
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

国
内
で
は
、
原
著
は
本
書
の
出
版
と
同
年
の
一
八
八
一
年
（
八
版
）

版
が
金
沢
大
学
医
学
部
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
寺
畑
教
授

の
御
好
意
に
よ
り
親
し
く
閲
覧
す
る
機
会
を
も
っ
た
が
、
こ
の
原

著
に
は
「
第
四
高
等
中
学
校
医
学
部
図
書
」
の
印
が
あ
り
、
購
入

は
明
治
二
十
年
四
月
よ
り
明
治
二
十
七
年
八
月
の
間
が
考
え
ら
れ

る
と
の
御
教
示
を
戴
い
て
い
る
。

本
書
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
発
行
で
あ
る
か
ら
訳
出
の
た

め
の
原
著
は
恐
ら
く
七
版
と
考
え
ら
れ
る
が
、
右
の
八
版
の
原
著

と
の
比
較
対
比
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
る
。

著
者
は
本
書
の
例
言
に
よ
る
と
、
「
此
耆
ハ
独
乙
国
ウ
ヰ
ー
ス
バ

ー
デ
ン
化
学
校
教
授
「
ノ
イ
バ
ウ
エ
ル
」
氏
同
国
「
ハ
ル
と
大
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学
校
医
学
教
授
「
フ
ォ
ー
ゲ
ル
」
氏
合
著
検
尿
法
二
就
テ
其
要
点

ヲ
抄
出
シ
之
レ
ニ
「
グ
ロ
ブ
ベ
サ
子
シ
シ
」
氏
動
物
化
学
分
析
法

ノ
ー
吉
ヲ
参
取
シ
テ
編
成
セ
ル
者
ナ
リ
而
シ
テ
其
試
法
等
ヲ
選
択

ス
ル
ハ
專
ラ
編
者
ノ
経
験
二
基
ヅ
キ
最
モ
実
際
二
便
宜
ナ
ル
者
ヲ

取
し
り
」
と
訳
者
の
意
図
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

訳
者
の
下
山
順
一
郎
は
、
薬
学
者
で
あ
り
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五

三
）
愛
知
県
に
生
れ
、
明
治
三
年
よ
り
大
学
南
校
に
入
学
、
明
治
十

一
年
東
大
医
学
部
製
薬
学
科
卒
業
、
同
十
四
年
東
大
医
学
部
助
教

授
、
同
十
六
年
よ
り
三
カ
年
ド
イ
ツ
留
学
、
帰
国
後
東
大
医
科
大

学
薬
学
科
教
授
と
な
り
そ
の
後
薬
学
化
学
関
係
の
役
職
多
く
本
草

学
に
も
造
詣
深
か
っ
た
。
著
者
に
は
、
製
薬
化
学
、
生
薬
学
、
無

機
化
学
、
有
機
化
学
、
日
本
薬
局
方
注
解
等
多
数
あ
る
。
明
治
四

十
五
年
（
一
九
一
二
）
享
年
六
十
歳
で
没
し
て
い
る
。

校
補
の
柴
田
承
桂
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
尾
張
藩
医
の
次
男

と
し
て
生
れ
、
養
子
に
入
っ
て
柴
田
姓
と
な
り
、
大
学
南
校
に
入

学
し
明
治
四
年
よ
り
三
年
間
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
大
学
に
留
学
し
、

帰
国
後
は
大
学
東
校
の
教
授
と
な
り
、
製
薬
教
室
を
新
築
し
て
い

る
。
こ
の
教
室
の
第
一
回
卒
業
生
に
下
山
順
一
郎
を
教
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
柴
田
は
東
京
及
び
大
阪
の
司
薬
場
長
な
ど
を
歴
任
し
、

明
治
十
年
二
十
八
歳
で
大
学
の
教
授
を
辞
し
、
そ
の
後
は
翻
訳
、

著
言
な
ど
を
つ
づ
け
、
六
十
一
歳
で
没
し
て
い
る
。

本
書
は
、
恐
ら
く
柴
田
が
ド
イ
ツ
よ
り
原
著
を
持
ち
帰
り
、
訳

者
に
訳
出
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
の
内
容
に
は
化
学
用
語
が
多
く
み
ら
れ
、
新
し
い
訳
語
な

ど
当
時
と
し
て
は
訳
出
に
は
苦
労
が
多
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
目
次
の
分
類
が
原
著
に
比
べ
て
分
り
難
く
重
複
し
て
い
る
部

分
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
理
解
し
易
い
内
容
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
我
が
国
の
明
治
中
期
頃
に
は
未
だ
受
容
に
は
本

書
の
内
容
は
問
題
が
多
か
っ
た
事
は
充
分
考
え
ら
れ
、
本
書
訳
出

の
意
図
は
壯
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
書
の
増
刷
は
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

原
著
は
、
特
に
ド
イ
ツ
を
中
心
に
十
九
世
紀
に
入
っ
て
発
展
し

た
有
機
化
学
に
よ
る
分
析
法
を
積
極
的
に
利
用
し
た
内
容
で
あ
っ

た
が
、
本
邦
の
十
九
世
紀
の
医
学
領
域
で
は
未
だ
検
査
法
を
実
際

に
利
用
す
る
産
学
の
体
制
は
当
然
み
ら
れ
ず
、
本
書
の
当
時
で
の

評
価
、
反
響
な
ど
は
殆
ど
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

（
新
潟
県
柏
崎
市
）
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